
䣓
節
分
祭
䣔
の
ご
案
内 

節
分
は 
新
春
を
迎
え
四
季
が
始
ま
る
節
目
の
日
で
す
䣎
䣓
鹿
島
立
ち
䣔
で
知
ら
れ
る 

鹿
島
神
宮
で
は 

来
る
令
和
八
年
二
月
三
日
䥹
火
䥺
に
䣓
節
分
祭
䣔
を
左
記
の
通
り
執
り
行
い
ま
す
䣎 

こ
の
神
事
は
日
頃
の
御
加
護
を
神
様
に
感
謝
申
し
上
げ
䣍
災
厄
を
積
極
果
敢
に
祓
い
強
運
や
福
を
招
く 

繁
栄
有
徳
の
目
出
度
い
伝
統
の
神
事
で
す
䣎 

ど
う
ぞ
こ
の
目
出
度
き
神
事
を
ご
奉
仕
に
な
り
䣍
御
家
運
・
御
社
業
の
御
隆
昌
・
厄
除
・
開
運
招
福
を 

お
祈
り
下
さ
り
福
徳
を
積
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
致
し
ま
す
䣎 

 

 
 
 
 
 

記 
 

節
分
祭
追
儺
の
神
事
䥹
令
和
八
年
二
月
三
日 

火
曜
日
䥺 

○
第
一
部 

一
䣍
集 

合 

時 

間 

午
後
二
時 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
䣍
集 

合 

場 

所 

鹿
島
神
宮 

参
集
殿 

一
䣍
奉
仕
初
穂
料 

 

金
䣍
壱
万
円 

一
䣍
受 

付 

期 

間 

一
月
八
日
よ
り 

                 

一
月
二
十
八
日
ま
で 

一
䣍
式 

次 

第     

午
後
三
時 

節
分
祭
執
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

引
き
続
き 

追
儺
式 

・
祭
典
終
了
後 

記
念
品
を
受
け
て
解
散 

  

◎
左
記
の
申
込
書
に
ご
記
入
の
上
䣍
初
穂
料
を
添
え
て
鹿
島
神
宮
社
務
所
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
䣎 

◎
当
日
は
裃
着
用
に
て
豆
ま
き
を
行
い
ま
す
が
䣍
中
学
生
以
下
の
方
は
裃
で
は
な
く
襷
の
着
用
と
な
り
ま
す
䣎 

◎
お
問
合
せ
先 

鹿
島
神
宮
社
務
所 

電
話
〇
二
九
九‐

八
二‐

一
二
〇
九 

担
当 

吉
田
・
外
塚
・
塙
・
堀
田
・
鈴
木 

 
 
 
 
 

 

キ
リ
ト
リ 

節
分
祭
追
儺
の
神
事
奉
仕
申
込
書 

・
第
一
部
䥹
午
後
三
時
䥺
奉
仕
初
穂
料 

金
䣍
壱
万
円
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

を
添
え
て
申
し
込
み
ま
す 

・
第
二
部
䥹
午
後
六
時
䥺
奉
仕
初
穂
料 

金
䣍
壱
万
五
千
円
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

䥹
奉
仕
希
望
に
○
を
お
付
け
下
さ
い
䥺 

 
 

氏
名

ふ
り
が
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

    

生
年
月
日 

 
 

年 
 

月 
 

日 

 
 

住
所 

 
 

電
話
番
号 

○
第
二
部 

一
䣍
集 

合 

時 

間 

午
後
四
時
三
十
分 

一
䣍
集 
合 

場 

所 

鹿
島
神
宮 

参
集
殿 

一
䣍
奉
仕
初
穂
料  

金
䣍
壱
万
五
千
円 

一
䣍
受 

付 
期 
間 

一
月
八
日
よ
り 

                 
一
月
二
十
八
日
ま
で 

一
䣍
式 

次 

第     
午
後
六
時 

節
分
祭
執
行 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

引
き
続
き 

追
儺
式 

・
祭
典
終
了
後 

記
念
品
・
お
弁
当
を
受
け
て
解
散 

※
直
会
は
お
弁
当
の
持
ち
帰
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す 

 

◇午年一覧◇ 
 

昭和 5 年生 
昭和 17 年生 
昭和 29 年生 
昭和 41 年生 
昭和 53 年生 
平成  2 年生 
平成 14 年生 
平成 26 年生 
令和  8 年生 


